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－地域のわだい－

内
陸
線
の
風
物
詩

ळ
ా


ઢ

ɹ
ɹ
ɹ
ా
Μ
΅
Ξ
ー
τ
ͷ
ా
২
͑

6
月
7
日
、
毎
年
恒
例
の
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
の
田
植
え
作
業
が
上
桧
木

内
駅
前
の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
国
内
外
問
わ
ず
大
人
気
の
秋
田
内
陸
線
。
地
域
の
方
々
の
ほ
か
、

西
明
寺
小
学
校
の
４
年
生
、
桧
木
内
小
学
校
の
３・４
年
生
も
参
加
し
、
ぬ
か

る
み
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
田
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

上
桧
木
内
駅
を
含
め
沿
線
に
は
５
か
所
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
完
成
予
定
で

す
。
６
月
下
旬
に
は
見
頃
を
迎
え
、
９
月
上
旬
ま
で
絵
柄
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
内
陸
線
に
の
ん
び
り
揺
ら
れ
な
が
ら
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
様
子
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
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6
月
1
日
、
秋
田
駒
ヶ
岳
の
山
開
き
が
行
わ
れ
、
秋
田
駒
ヶ
岳

八
合
目
で
地
元
山
岳
会
の
会
員
や
登
山
愛
好
家
、
関
係
者
な
ど
約

80
人
が
参
加
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

八
合
目
で
神
事
と
式
典
を
行
い
、
午
前
10
時
半
ご
ろ
男
岳
を
目

指
す
記
念
登
山
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
高
山
植
物
の

花
々
を
撮
影
し
た
り
、
会
話
を
楽
し
ん
で
登
山
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

男
岳
山
頂
で
は
、
岩
手
県
の
国
見
温
泉
登
山
口
か
ら
入
山
し
た

雫
石
町
の
関
係
者
約
40
人
と
合
流
。
ピ
ッ
ケ
ル
を
交
換
し
互
い
に

山
開
き
を
祝
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
途
中
か
ら
雨
が
降
り
男
岳
山

頂
は
霧
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
「
新
緑
や
花
々
を

眺
め
な
が
ら
の
登
山
は
気
持
ち
が
い
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

誰
で
も
登
り
や
す
い
山
と
言
わ
れ
て
い
る
秋
田
駒
ヶ
岳
で
す

が
、
安
全
で
楽
し
い
登
山
に
す
る
た
め
に
服
装
や
装
備
を
し
っ
か

り
と
準
備
し
、
万
一
に
備
え
て
登
山
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

登
山
シ
ー
ズ
ン
の
は
じ
ま
り

男岳山頂でピッケル交換。 事故のないシーズンとなるよう安全祈願をしました。

ぬかるむ足元に苦戦しながらも、田植えを楽しみました。

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

➡

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から 第29回住宅デー
秋田建築労働組合角館支部

6
月
16
日
、
秋
田
建
築
労
働
組
合
角
館
支
部
（
支
部
員
１
５
８

人
）
に
よ
る
「
第
29
回
住
宅
デ
ー
」
が
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
同
支
部
の
職
人
が
無
料
で
包
丁
研
ぎ
や
ま
な
板

削
り
を
行
っ
た
ほ
か
、
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
だ
し
の

こ
園
で
、
職
人
4
人
が
材
料
な
ど
を
持
ち
込
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
靴
箱
や
園
児
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
り
降
り
し
や
す
い
よ
う
に

階
段
を
製
作
し
た
ほ
か
、
敷
地
内
に
あ
る
垣
根
の
剪
定
作
業
を

手
際
よ
く
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
支
部
の
多
年
に
わ
た
る
公
共
施
設
補
修
の
活
動

な
ど
の
功
績
を
称
え
、
田
口
市
長
か
ら
大
石
良
助
支
部
長
へ
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
石
良
助
支
部
長
は
「
毎
年
順
番
に
市
内
の
保
育
園
、
こ
ど

も
園
で
修
繕
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
活

動
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
」
と
話
し
ま
し
た
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

６
月
４
日
、
角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
西
明
寺
中
学
校
に
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
セ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
同

団
体
は
こ
れ
ま
で
、
市
内
の
小
中
学
校
に
様
々
な
学
校
生
活
用
品

の
寄
贈
を
続
け
て
い
ま
す
。

当
日
、
角
館
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
中
安
会
長
、
菅
原
幹
事
が

西
明
寺
中
学
校
を
訪
問
。
須
田
教
育
長
、
高
階
校
長
へ
直
接
ワ
イ

ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
セ
ッ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

中
安
会
長
か
ら
は
「
学
校
行
事
な
ど
で
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
高
階
校
長
か
ら
は
「
様
々
な
学
校
行
事

で
利
用
す
る
機
会
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
温
か
い
支
援
は
本
当
に

あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

角館ライオンズクラブから
西明寺中学校に寄贈いただきました

左から菅原幹事、中安会長、高階校長、須田教育長。

大石支部長へ感謝状が手渡されました。
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6
月
8
日
、
白
岩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
広
場
を
会
場
に
第
56
回
白

岩
地
区
小
学
校
・
保
育
園
・
住
民
合
同
大
運
動
会
が
5
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

草
彅
晃
大
会
会
長
か
ら
「
白
岩
小
学
校
は
、
令
和
7
年
4
月
1
日

か
ら
角
館
小
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
合
同

大
運
動
会
も
最
後
と
し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
大
運
動
会
を

思
い
出
深
い
も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

当
日
は
、
白
岩
小
百
合
保
育
園
の
園
児
19
人
と
白
岩
小
学
校
の
児

童
39
人
の
ほ
か
、
地
域
住
民
が
参
加
。
園
児
の
か
け
っ
こ
、
小
学
生

の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
や
玉
入
れ
、
綱
引
き
、
全
校
リ
レ
ー
、
地
域

住
民
の
け
ん
玉
競
争
や
ボ
ー
ル
送
り
、
大
玉
転
が
し
リ
レ
ー
な
ど
、

30
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
合

間
に
は
閉
校
記
念
事
業
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
、
全
児
童
に
よ
る
人
文
字
が
出
現
し
ま
し
た
。
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角
館
町
上
野
に
あ
る
み
ど
り
公
園
に
、
ピ

ア
ノ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

同
公
園
を
維
持
・
管
理
す
る
勝
楽
南
町
内

会
の
有
志
に
よ
り
、
ピ
ア
ノ
を
囲
む
小
屋
を

製
作
。

以
前
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
コ
や

す
べ
り
台
な
ど
の
遊
具
に
新
し
く
加
わ
り
ま

し
た
。

遊具のほかにも、休憩スペースがあります。

子
ど
も
た
ち
の
憩
い
の
場
に
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5
月
31
日
～
6
月
2
日
の
間
、
平
福

記
念
美
術
館
で
第
6
回
角
館
書
道
サ
ー

ク
ル
雪
紅
会
書
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
年
ぶ
り

の
書
展
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
の
部
17
人
、
児
童
の
部
9
人
の

作
品
が
並
ぶ
会
場
で
は
、
１
０
０
人
も

の
鑑
賞
者
が
訪
れ
、
作
品
を
通
じ
て
書

き
手
の
情
熱
や
表
現
力
に
見
入
っ
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

協同制作の「百人一首屏風」は圧巻です。

第
6
回
角
館
書
道
サ
ー
ク
ル 生

涯
学
習
講
座

室
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５
月
25
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
で
「
春
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

せ
ん
ぼ
く
校
の
同
窓
生
が
交
流
を
深
め
る
「
せ
ん
ぼ
く
桜
ス

ク
ー
ル
」
の
活
動
の
一
環
で
行
わ
れ
、
同
窓
生
や
せ
ん
ぼ
く
校

の
児
童
生
徒
、
指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
愛
仙
の

利
用
者
、
地
域
の
方
な
ど
大
勢
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
や
モ
ル
ッ
ク
、
卓
球
バ
レ
ー
な
ど
の
競

技
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
や
地
域
の
方
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
競
技
会
場
内
は
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。参加者全員で集合写真。
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第
37
回
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン

前列左から、村上さん、島川さん、鎌田さん。

第
37
回
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
テ
ー
マ
が
「
笑
顔
も
深

さ
も
日
本
一
!!
～
田
沢
湖
ブ
ル
ー
を
駆
け
ぬ
け
ろ
～
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。

３
月
に
市
内
の
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
全
２
５
２
作
品
か

ら
、
生
保
内
中
学
校
２
年
島
川
理
輝
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
４
月
30
日
に
審
査
会
を
開
き
、
最
優
秀
賞
の
ほ
か

優
秀
賞
に
桧
木
内
中
学
校
2
年
村
上
奏
さ
ん
、
入
選
に
生
保

内
中
学
校
3
年
鎌
田
結
菜
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

5
月
28
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

３
人
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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6
月
12
日
、
角
館
高
校
創
立
10
周
年
を
記
念
し
、
落
合
球
場
を
会
場
に
招
待
試
合
が
行
わ
れ
、
夏
の
甲
子

園
に
34
回
出
場
し
て
い
る
強
豪
・
龍
谷
大
付
属
平
安
高
校
（
京
都
府
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。

下
橋
校
長
が
始
球
式
を
行
い
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。
角
館
高
校
の
生
徒
が
1
塁
側
、
3
塁
側
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ

ン
ド
に
分
か
れ
て
応
援
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
中
、
角
館
高
校
が
中
盤
ま
で
リ
ー
ド
を
奪
う
展
開
で
し
た
が
、

試
合
は
６
対
３
で
龍
谷
大
付
属
平
安
高
校
が
勝
利
し
ま
し
た
。

秋
田
県
立
角
館
高
等
学
校

下橋校長の渾身の一球。応援席からの声援も球場に響き渡りました。

角館高校の攻撃。バットを振る瞬間。 5
年
ぶ
り
の
開
催
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行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を
受け、国の仕事などについての苦情や意
見・要望を受け付け、皆さんと関係行政
機関との間に立って、その解決を図る「行
政と住民のパイプ役」です。仙北市の行
政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相
談を受け付けているほか、定例相談所を
開設しています。

【行政相談委員】 ▼羽川茂幸 ☎42-2385  
田沢湖田沢字沼田102-1 ▼大楽進 ☎
53-2690 角館町七日町34 ▼芳賀昭範 
☎48-2359 西木町桧木内字松葉161-1

【7月相談所開設日・場所】 ▼ 18日木・角
館交流センター ▼ 24日水・市役所神代
出張所 ▼ 26日金・市役所桧木内出張所

【時間】 13:00 ～ 15:00
【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

仙北市社会福祉協議会 
7月の心配ごと相談日
　事前予約制で相談援助活動として心配
ごと相談を行っています。相談日 3 日前
まで予約のご連絡ください。

【日時・場所】 ▼ 10日 水 13:00 ～ 15:00・
田沢湖福祉医療センター ▼ 11日 木

13:00 ～ 15:00・仙北市社会福祉協議会
角館支所 ▼ 16日火 10:00 ～ 12:00・仙
北市社会福祉協議会西木支所 ▼ 17日 水

13:00～15:00・田沢湖総合開発センター
【申込・問合せ】 仙北市社会福祉協議会

▼角館支所 ☎52-1624 ▼田沢湖支所 
☎43-1368 ▼西木支所 ☎48-2940

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和6年第7回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなど、お薬の相談
会を行います。家に残っている薬の整理

（持参した場合）や家庭用医薬品などお
薬のことなら何でも相談にのります。お
気軽にご相談ください。

【日時】7月30日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】 クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】 7 月 31 日水 13:30 ～
【場所】 角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】 河村憲史弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ▼サラ金・クレジットなど多
重債務のご相談 ▼中小企業・個人事業
に関するご相談 ▼高齢者・障がい者に
関するご相談 ▼交通事故に関するご相
談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】 総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】 平日 9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。

（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  
③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45）

【その他】 相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくださ
い。相談に必要と思われる資料がありま
したらお持ちください。

【問合せ】 仙北市総務課 ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

善意ありがとうございます
【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
5月受付分　敬称略
◆ 澤田節子（薗田大久保）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田働き方改革推進支援センター
無料相談
　労務管理などでお悩みのことはありま
せんか。当センターでは、社会保険労務
士が無料で電話・メールでの相談、個別
訪問支援などニーズに合わせた支援を実
施しています。人事、労務、助成金など
について、お悩み解決のお手伝いをしま
す。

【相談受付時間】平日 9:00 ～ 17:00
【相談窓口】 秋田働き方改革推進支援セ

ンター ☎0120-695-783または018-
865-5335

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

角館調停協会
無料調停相談会
　「無料調停相談会」は、調停というシ
ステムの利用方法に関して、広く知って
いただくために開催している相談会です。

【日時】 7 月 16 日火 10:00 ～ 15:00
【場所】 角館交流センター（角館町中菅沢

77-30）
【相談内容】 離婚、相続、土地建物、借入

債務など、身の回りの相談に応じます。
秘密は厳守されますのでお気軽にお越
しください。予約の必要はありません。

【問合せ】 角館簡易裁判所 ☎53-2305

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

8月募集開始予定の 
離職者等委託訓練
　再就職に向けて就業に必要な技能や知
識が習得できる公共職業訓練です。（ハ
ローワークへの求職申し込みが必要です）
パソコン・事務習得科（大仙会場）

【募集期間】8月16日金 ～ 9月18日水

【訓練期間・定員】 10月9日 水 ～令和7
年1月10日金 の3か月 /15人

【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓
練支援室 ☎0187-62-6321

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

秋田職業能力開発促進センター
公共職業訓練

【訓練期間】 ①②③9月3日 火～令和7年
2月28日金 6か月

【訓練科・定員】 ① CAD・NC 技術科 /15
人 ②住宅リフォームデザイン科 /15人 ③電
気設備エンジニア科（企業実習付）/13人

【訓練時間】 9:30 ～ 15:40
【場所】 ポリテクセンター秋田（潟上市）
【募集期限】 7月26日金

【受講料】 無料（テキスト代など自己負担）
【応募資格】 ハローワークに求職申込を

された方で、新たな技術・技能を身に
つけて再就職を希望される方

【問合せ】 秋田職業能力開発促進セン
ター（ポリテクセンター秋田） 訓練課 
受講生支援室 ☎018-873-3178

※毎週木曜日に施設見学会を行っていま
す。（雇用保険受給中の方は就職活動
として認められます）

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室
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仙北市地域おこし協力隊コラム

岩見谷 慎太郎

過去・水・未来

写真家の riri さんが田沢湖を撮った写真です。

　5 月 14・15 日の 2 日間、秋田県立中央
公園陸上競技場で大曲仙北中学校陸上競技
大会が開催され、男子総合で角館中学校が 3
位に入賞しました。
　各競技の 4位までの入賞者は、7月に秋田
市で開催される第 73回秋田県中学校総合体
育大会陸上競技大会への出場権を獲得しまし
た。
※各種目、市内の 4位まで掲載。
　敬称略、○数字は順位。

男子 
▶1年100m①草彅連之介（生保内）▶1年1500m ②飯島新太（角館）
▶共通800m②鈴木嶺（角館）④草彅碧羽（生保内）▶共通110mハー
ドル②羽根川颯真（角館）③伊藤隼人（角館）▶走幅跳④柴田優星（生
保内）▶四種競技②加藤悠愛（生保内）③阿部秀侍（角館）

女子 
▶1年 100m ④辻愛蘭（角館）▶2年 100m ④佐藤仁衣南（角館）▶低
4× 100mリレー④角館▶ 2・3年 1500m ③田口楽奈（角館）▶共通
110mハードル③小松楓果（角館）▶共通4× 100mリレー③角館▶
走高跳③伊藤愛莉（神代）▶走幅跳②伊藤咲羽（西明寺）▶砲丸跳②
齋藤柑奈（西明寺）▶四種競技③佐藤瑶姫（西明寺）

大曲仙北中学校
　　　　陸上競技大会

～輝くとき栄光･表彰
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令和6年度「環境あきた県
民塾」塾生を募集します
　秋田県では、座学と施設見学を通じて
環境問題について学べる無料講座を能代
市で開催します（ウェブ受講可）。受講
を希望される場合は、秋田県地球温暖
化防止活動推進センター（☎ 018-853-
6755）に事前にお申し込みください。

【開催期間】 7月6日土 ～ 11月16日土

※全6回を予定
【問合せ】 秋田県温暖化対策課 ☎018-

860-1573
※「認定 NPO 法人環境あきた県民フォー

ラム」を県センターに指定しています。

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

排水設備工事責任技術者
資格認定試験

【受付期間】 7月8日月 ～ 22日月

　（土・日曜日・祝日を除く）
【受験者講習会】 9月25日水 9:30～15:30
【資格認定試験】 11月1日金 10:00～12:00
【場所】 ▼《受験者講習会》お住まいの市町

村会場 ※秋田県下水道協会ホームペー
ジ（http://www.gs-akita.com）でご確
認ください。 ▼《資格認定試験》秋田県
JA ビル（秋田市八橋南二丁目10-16）

【申込方法】 仙北市上下水道課に備えつけ
の用紙または同協会のホームページか
らもダウンロードできます。

【受講・受験手数料】 6,000円（テキスト別）
※受講・受験票は、8月中旬に送付します。

テキストは、受験者が準備くださるよ
うお願いします。日本下水道協会発刊

「排水設備工事責任技術者講習用テキス
ト」（定価2,500円）

【問合せ】 秋田県下水道協会事務局 
☎018-864-1427

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

【問合せ】 自衛隊秋田地方協力本部 大仙地域事務所  ☎0187-63-1313

募集主要種別 試験期日 受付期間 応募資格
一般曹候補生・
自衛官候補生   9 月 20 日金

 7 月 1 日月 ～
9 月 3 日火

18 歳以上 33 歳未満の方

防衛医科大学校
看護学科 10 月 12 日土

 7 月 1 日月 ～
10 月 2 日水

18 歳以上 21 歳未満の方

防衛医科大学校
医学科 10 月 19 日土

 7 月 1 日月 ～
10 月 9 日水

18 歳以上 21 歳未満の方

自衛官等募集
　一般曹候補生・自衛官候補生、防衛医科大学校（看護学科・医学科）を募集します。

大曲仙北広域市町村圏組合
令和6年度消防職員採用候補者登録試験

【受験資格】 《上級消防》平成11年4月2日以降の生まれで、大学を卒業した方、または
令和7年3月31日までに卒業見込みの方。 《初級消防》平成13年4月2日以降の生ま
れで、高校を卒業した方、または令和7年3月31日までに卒業見込みの方。 《初級救命》
平成12年4月2日以降の生まれで、高校を卒業し、救急救命士の国家資格を取得して
いる方、または令和7年3月中に実施される救急救命士国家試験受験資格を有する方も
しくは受験資格取得見込みの方。

【申込期間】 7月1日月 ～ 8月23日金  9:00 ～ 16:30（土・日曜日・祝日を除く）
※郵送の場合、8月23日の消印有効

【申込書請求】 受験案内・申込書は、消防本部総務課、消防署、分署に直接取り
に来ていただくか、ホームページ（https://www.os-kouiki.org/gyoumu/
shoubou）からダウンロードしてください。

【採用予定人数】 10人程度
【第１次試験】 ▼日時：9月22日日 9:15 ～  ▼場所：大綱交流館（大仙市刈和野字愛宕下24-1）
【第２次試験】 10月下旬を予定。第1次試験合格者に通知します。
【申込・問合せ】 大曲仙北広域市町村圏組合 消防本部総務課  ☎0187-63-0150

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

令和7年度大曲仙北広域市町村圏組合職員（上級・初級）
採用試験

【受験資格】 《上級》平成6年4月2日以降に生まれた方で、大学を卒業した方、または令
和7年3月31日までに大学を卒業見込みの方 《初級》平成11年4月2日から平成19
年4月1日までに生まれた方で、高校、中等教育学校、短期大学を卒業した方、または
令和7年3月31日までに卒業見込みの方。ただし、大学を卒業した方、または大学を
卒業見込みの方は除く。

【申込期間】 7月1日月 ～ 8月19日月   9:00 ～ 17:00（土・日曜日・祝日を除く）
※郵送の場合は、8月19日の消印有効。

【申込書請求】 受験案内・受験申込書は、大曲仙北広域市町村圏組合事務局管理課で交付す
るほか、同組合ホームページ（https://www.os-kouiki.org）からもダウンロードできます。

【採用予定人数】 若干名
【第１次試験】 ▼試験日：9月29日日  ▼場所：大仙市大曲交流センター（大仙市大曲日の

出町2-7-53）
【第２次試験】 10月30日水 ※詳細は、第1次試験合格者に通知します。
【申込・問合せ】 大曲仙北広域市町村圏組合 事務局管理課  ☎0187-62-5187

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

放送大学10月入学生募集
　放送大学は、テレビやインターネット
などで学ぶ大学です。約 300 の幅広い授
業科目があり、1 科目から学ぶことがで
きます。出願期間は、6 月 10 日 月から 9
月 10 日火までです。

【問合せ】 放送大学秋田学習センター
　☎018-831-1997

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

8月開催予定 在職者訓練
【期日】 ▼①パワーポイント講習《 8月7

日水・8日木 2日間 /10人 》 ▼② IoT
講習（導入編）《 8月21日水・22日木

2日間 /10人 》 ▼③ Google 活用講習
《 8月28日水 ・29日木 2日間 /10人 》

【時間】 9:00 ～ 16:00
【場所】 大曲技術専門校
　（大仙市大曲川原町 2-30）

【受講資格】 現在お勤めしている方
【受講料】 無料（テキスト代は別途）
【申込・問合せ】 大曲技術専門校 民間訓

練支援室  ☎0187-62-6321

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

田沢湖芸術文化協会「写真部」
写真展示会のご案内
　郷土の自然や風俗をとらえた写真を展
示します。ぜひご来場ください。

【日時】 ▼ 7月5日金 11:00 ～ 17:00 ▼ 6
日土・7日日 9:00 ～ 17:00 ▼ 8日月

9:00 ～ 16:00
【場所】 田沢湖観光情報センター「フォレ

イク」（JR 田沢湖駅内）
【会員募集】 芸文協「写真部」では新規会

員を募集しています。撮影した写真の
展示や情報交換をしながら一緒にカメ
ラライフを楽しみましょう。写真に興
味のある方なら初心者ベテラン問いま
せんので、ぜひご入会ください。

【問合せ】 難波和夫  ☎43-0782

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

生保内中学校 美術部展
　美術部員 11 人の作品を展示します。皆
さまのご来場をお待ちしています。

【日程】 7月13日土 ～ 21日日

【場所】 JR 田沢湖駅1階（フォレイク前）
【問合せ】 生保内中学校  ☎43-1181

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

谷さん家の本ばこ
in 田沢湖図書館
　読み聞かせ講
座の谷京子先生
所蔵の絵本を「子
どもと一緒に」

「自分のために」
「さわって感じ
る」3 つのテー
マで展示します。
　7 月 13 日土に
はプレ講座として「谷京子先生のおはな
し勉強会」を開催します。

【展示期間】 7月20日土 ～ 8月30日金

※時間、休館日は田沢湖図書館と同じ
【関連プレ講座】 谷京子先生のおはなし

勉強会 ▼ 7月13日 土 ①10:00 ～、②
13：00 ～、各回15人、読み聞かせを
楽しく学びます。

【場所】 田沢湖図書館
【申込・問合せ】 田沢湖図書館 ☎43-1307

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

認知症啓発イベント「あきた 
オレンジフェスタ」

認知症の方が住み慣れた地域でその人
らしく暮らしていくための支援と予防、
地域との共生社会のあり方を考える「あ
きたオレンジフェスタ」を開催します。

【場所】 横手市民会館（横手市南町13-1）
【日時】 8月9日金 11:00 ～ 16:40 

▼第1部 講演・当事者座談会（無料）

▼第2部 映画上映「オレンジランプ」
　チケット500円（当日発売）

【講師・座談者】 秋田大学教授・高齢者先
端研究センター長 大田秀隆 氏、あき
たオレンジ大使ほか

【問合せ】 横手興生病院
　☎0182-32-2078

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

秋田県大衆音楽協会仙北支部主催
「楽しく歌って健康に！」

　歌を健康づくりにつなげるためのポイ
ントに関する講演のほか、参加者、観覧
者の楽しい実演を行います（観覧無料）。

【日時】 7月20日土 13:00 ～ 16:00 
【場所】 仙北市民会館（田沢湖生保内字武

蔵野105-1）
【講師】NPO 法人日本大衆音楽協会理事

程塚敏明 氏（歌唱健康指導士、秋田県
健康づくり地域マスター）

【問合せ】秋田県大衆音楽協会 仙北支部 
下総協子 ☎42-2132

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

介護を学んでみませんか？
介護入門的研修会
　介護保険に関する基礎知識の習得を目
的とした講話と実習を行います。

【 日 時 】8月19日 月 ～ 21日 水 8:30 ～
17:10※1日目のみ（基本的な知識の
習得）の参加も可、参加無料。

【場所】大仙市健康福祉会館3階 中会議室
（大仙市大曲通町1-14）

【対象】介護の仕事に興味がある方、子育
てが落ち着いた方、介護分野に興味があ
る学生、家族の介護に活かしたい方など

【内容】介護保険の概要、介護予防・認知
　症予防に使える体操、介護での安全・
　安楽な体の動かし方など
※この研修を修了すると介護職員初任者
　研修の一部が免除となります。

【申込期限】 8 月 15 日 木

【申込・問合せ】 大仙市社会福祉
協議会 介護サービス課 高橋・
上田・小松 ☎0187-63-8911

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

高齢者活躍人材確保育成事業 
パソコン講習
　パソコン技術のレベルアップを目指す
60 歳以上の方を対象に、パワーポイント
基本・応用操作、プレゼン資料作成など
を学びます。※受講料・テキスト代無料

【日時】 8月1日木 ～2日金 9:30～16:30
【場所】 株式会社しすてむ工房（横手市）
【定員】 10人
【申込・問合せ】 ハローワーク、シルバー

人材センターに置いてある申込用紙に記
入のうえ、7月18日 木まで秋田県シル
バー人材センター連合会（☎018-888-
4680）までお申し込みください。

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

第75回秋田県消防大会
　式典のほか、大仙市消防団音楽隊の演
奏や消防車両の展示、消防体験などのイ
ベントを開催します。

【日時】 7月6日土 10:00 ～ 15:00 

▼音楽隊演奏11:00 ～ 11:30
【場所】 仙北ふれあい文化センター・ソ

ラーレ（大仙市堀見内下田茂木）
【問合せ】秋田県消防協会大仙仙北美郷

支部事務局  ☎0187-63-0150

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

【協力】 谷京子 氏



▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

運転免許証の自主返納に
関するお知らせ
　運転免許証を自主返納（取得している
全部の免許を返納）する場合は、運転免
許証を警察署に持参して手続きをしてく
ださい。手数料はかかりません。
　ただし、運転経歴証明書の交付を受け
る場合は、運転免許証のほかに、次のも
のが必要です。

【運転経歴証明書の交付を受ける場合】
　▶写真1枚 3㎝×2.4㎝（6か月以内撮

影）、無帽、正面、無背景、上三分身 
▶手数料1,100円

　なお、運転経歴証明書の提示により、
次のサービスなどが受けられます。

【運転経歴証明書を提示した場合】
▶秋田県内のタクシー利用時に、乗車
運賃が10％割引になります。▶秋田県
内のバス会社（中央交通、羽後交通、秋
北バス）では、1,200円分のとくとく回
数券を1,000円で購入できます。▶協
賛店において、代金割引、宅配、粗品
の進呈などのサービスが受けられます。

【問合せ】 仙北警察署 ☎53-2111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

外国人雇用はルールを
守って適正に
～ともに創ろう、みんなが働きや
すい職場～
　事業主は、外国人（技能実習生を含む）
の雇入れ、離職の際はその氏名、在留資
格などをハローワークに届け出る必要が
あります。
　事業主は、雇用する外国人労働者につ
いて、労働関係法令および社会保険関係
法令を遵守するとともに、適切な労働
条件および安全衛生のもと、在留資格の
範囲内で能力を発揮しつつ就労できるよ
う、「外国人労働者の雇用管理の改善等に
関して事業主が適切に対処するための指
針」に基づき、適切な措置を講じること
が必要です。
　外国人労働者についてのご相談は、最
寄りの労働基準監督署またはハローワー
クへお問い合わせください。

【問合せ】 秋田労働局職業安定部職業対策
課 ☎018-883-0010

おしらせ
ナビ

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

（独）労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所
からのお知らせ
　労働安全衛生法関係法令の改
正により、令和 6 年 4 月から
職場における化学物質規制が大
きく見直しとなっています。

【変更のポイント】 化学物質の製造事業
者、取り扱う事業者における危険性・有
害性に関する情報の伝達が強化。その
情報に基づきリスクアセスメントを行
い、化学物質によるばく露防止対策を
自ら選択して実行する必要があります。
今後、数年かけて対象物質が約900物
質から約2,300物質に拡大します。

【問合せ】 事業者のための化学物質管理無
料相談窓口 ☎050-5577-4862
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▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

水の事故を防ごう！
　夏は河川でバーベキューをしたり、プールなどに出かけた
りする機会が増えて楽しい季節ですが、おぼれて救急搬送さ
れる事故も、この時期に多くなります。河川やプールなどで
おぼれる事故は、生命を脅かす事故となる可能性が高いこと
から、十分な注意が必要です。

防ぐためのポイント
▶小さい子どもと一緒に水遊びをする際は、子どもから目を離さず、保護者や大人が必
ず付き添って遊びましょう。
▶飲酒後や体調不良時には遊泳を行わず、そのような人が遊泳しよう
としている時は、遊泳をやめさせましょう。
▶海や河川では、気象状況に注意を払い、荒天時や天候不良が予測さ
れる場合は遊泳や川岸などでのレジャーを中止しましょう。
▶海や河川では、ライフジャケットを着用するなど、事故の未然防止に努めましょう。

【問合せ】角館消防署 ☎ 54-2302
▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ご存知ですか？「筆界特
定制度」
　「筆界特定制度」は、土地の筆界（境界）
トラブルを解決するため、法務局の筆界
特定登記官が、資料などを基に現地の筆
界（境界）の位置を特定する制度です。
隣接地との筆界（境界）が分からずお困
りの方、また隣接地の所有者と意見が一
致せずにお困りの方は、筆界特定制度を
ご利用ください。

【問合せ】 秋田地方法務局登記部門筆界特
定室 ☎018-862-1442

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ふくしのしごと総合フェ
ア in 秋田
　求職中の方や学生など、福祉や介護、保
育の仕事に興味がある方はぜひお越しくだ
さい（事前申込が必要です）。求職者向け
に事業所の担当者との個別面談を開催しま
す。詳しくは、お問い合わせください。

【日時】 8月31日土 13:00 ～ 15:00
【場所】ホテルメトロポリタン秋田（秋田市）
【申込・問合せ】 秋田県社会福祉協議会 

☎018-864-2880（福祉人材センター）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

角館高校同窓会「若杉・
駒草会」西木支部総会

【日時】7月27日土 ▼総会15:00 ～ ▼基調
講演15:30 ～（講師「門脇光浩氏」前仙
北市長） ▼懇親会16:30 ～

【場所】にしき温泉ふれあいプラザ「クリ
オン」

【会費】 年会費500円 懇親会費4,500円
【申込期限】 7月20日土

※総会のみ参加も可
【申込】 ▼ 西明寺地区 佐藤人志☎090-

9039-8111  ▼桧木内・上桧木内地区 
武藤博夫☎090-7331-9879

【問合せ】 幹事長 佐藤人志☎090-9039-
8111

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田内陸線 
夏のスマイル
パス
　最寄りの駅でスマイルパスを作って、
小中学生が保護者と一緒に乗車すると、
小中学生の運賃が、無料になる企画です。
ぜひ、内陸線で田んぼアートを見に来て
ください。

【期間】 7月1日月 ～ 8月31日土

【区間】 秋田内陸線全線
【対象】 仙北市内の小中学生
【スマイルパス発行駅】 角館駅・阿仁合駅・

阿仁前田温泉駅・米内沢駅・合川駅・
鷹巣駅 

※パスは期間中、何回でもご利用できます。
【問合せ】 秋田内陸縦貫鉄道運輸部

☎0186-82-3231

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

「あじさいぶらっとサロ
ン」のご案内
　「あじさいの会」は、子どもたちが健や
かに育ち幸せな未来につながるようとも
に考え、語り合いながら歩む仲間です。
親と子の悩みを一緒に考えませんか。プ
ライバシーに配慮しますので、安心して
ご参加ください。

【日時】7月10日、24日 10:00 ～ 12:00
　（毎月第2・4水曜日）

【場所】 ちば珈琲店（角館町竹原町）
【参加料】 300円（事前連絡は不要）
【問合せ】 ▼安藤 ☎090-2989-2918 ▼伊

藤 ☎090-3363-4391 ▼千葉 ☎090-
6686-7301（ちば珈琲店）

やさしいヨガ教室
【日時】 7月19日金・20日土

▼受付10:00 ～ ▼講習10:30 ～ 11:30
※どちらか1日のみの参加も可能です。

【場所】 角館交流センター 第3研修室
【講師】 草薙千里 氏
　（全米ヨガアライアンス RYT200保持）

【参加対象】 成人女性の方 15人限定
【参加料】 1回1,000円
【持ち物】 ヨガマット（バスタオル可）、飲

み物など
【申込期限】 7月16日火 14:00
【申込・問合せ】仙北市スポーツ協会 小玉

☎42-8690

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

あじさい塾 Part19

「地域力を活かす、子育て
長期ヴィジョン」

～研修 & 語り合いの会～
　長期的な展望に立ち、地域のリソース
を活かした「よりよい子育て」について
考えてみませんか？

【日時】8月4日日13:30 ～ 15:00 入場無料
【場所】 仙北市役所角館庁舎 1階 
【講師】 臨床心理士 浅沼知一 氏
　（仙北市スクールカウンセラー）

【対象】 どなたでも参加できます
※託児の申し込みは、7月25日木まで

【主催】 子育て応援団「あじさいの会」
【申込・問合せ】 安藤 ☎090-2989-2918
　E-mail：ajisainokai4152@gmail.com

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

障がい理解研修会
～心のバリアフリーミーティング～

【日時】7月30日火  9:35 ～ 11:50
※「Web 会議室」入室開始は9:15 ～

【場所】オンライン開催（Cisco Webex 
Meetings のビデオ会議システムを使用）

※美郷町公民館での視聴も可能です。
【講演】 「障がいのある子どもたちの社会参

加の現状と支援」～社会に向けて取り組
みたいこと～

【講師】 秋田大学大学院 教育学研究科 教
職実践専攻 教授 前原和明 氏

【申込期限】 7月16日火 まで電話または
メールで申し込みください。

【申込・問合せ】 秋田県教育庁南教育事務
所仙北出張所 大川 ☎0187-63-3477
メール：semboku2@mail2.pref.akita.jp

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

令和6年度国民スポーツ大会東北ブロック大会
兼 第51回東北総合スポーツ大会馬術競技

【日時】7月13日土・14日日 9:00 ～
【競技内容】 （公益社団法人日本馬術連盟 HP から抜粋） ▶馬場馬術競技…20ｍ×60ｍの

長方形の競技アリーナ内で、常歩（なみあし）、速歩（はやあし）、駆足（かけあし）の３
種類の歩き方を基本とした、様々なステップなどで演技の正確さや美しさを競う競技で、
人馬一体の演技が見どころです。 ▶障害飛越競技…競技アリーナに設置された様々な
色や形の障害物を、決められた順番通りに飛越、走行する競技です。レベルによって障
害物の高さや距離などが違い、障害物の落下や飛越拒否なども得点に反映されます。

※詳しくは、公益社団法人日本馬術連盟のホームページ（https://www.equitation-japan.
com/）をご覧ください。

【問合せ】 第51回東北総合スポーツ大会仙北市実行委員会事務局
　（仙北市スポーツ振興課内） ☎43-3390

【場所】仙北市馬術競技場（角館町小勝田西ノ沢77）

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

田んぼアートに「クレヨンしんちゃん」が登場
秋田内陸線沿線５か所で実施している田んぼアートのうち、

角館駅ｰ羽後太田駅間では「クレヨンしんちゃん」家族都市プ
ロジェクトの一環で主人公・しんちゃんを再現しています。田
んぼアート周辺では、ゆっくりご鑑賞いただけるよう、一部列
車で徐行運転を実施していますので、ぜひ車窓から
お楽しみください。秋田内陸縦貫鉄道株式会社のホー
ムページでは田んぼアートの様子を紹介しています。

【場所】▶仙北市…角館駅ｰ羽後太田駅間、上桧木内駅ホーム向
かい ▶北秋田市…阿仁合駅 - 小渕駅間、前田南駅 - 阿仁前田温
泉駅間、縄文小ヶ田駅ホーム向かい

※こちらの画像を角館駅ｰ羽後太田駅間で再現しています。
【見頃】 9月上旬頃まで　　　【問合せ】 秋田内陸地域公共交通連携協議会 ☎0186-82-2114
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